
１．国道141号改良案
資料４・別紙

（１） 国道141号改良の具体な意見

・国道１４１号の改善
・今の１４１号の拡幅や安全性に力を入れてほしい今の１４１号の拡幅や安全性に力を入れてほしい
・現在の国道１４１号の車線数を増やす
・国道１４１号のバイパス化 等

①６０ｋｍ／ｈの設計速度

（２） 国道141号改良案の検討

① 設計速度
②現在の信号交差点は、そのまま継続
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○国道１４１号には、道路構造令（３種２級６０km/h）の基準値を満足しない箇所が存在する。

２．国道141号の課題

・車道幅員 ３．２５ｍ未満（１車線）（路肩幅員０．７５ｍ未満）の狭い区間
・曲線半径 １５０ｍ未満のカーブのきつい区間
・縦断勾配 ５％を超える勾配が急な区間
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３．国道141号（一般道）改良

政策目標を達成するための改良（ 般道の最高速度である60km/h走行を可能にする改良）

○改良の方針

政策目標を達成するための改良（一般道の最高速度である60km/h走行を可能にする改良）

・現在の２車線を４車線の「広い車道(16.25m)」に拡幅し、走行車両からの安全を確保するため、両側に歩道(2.5m)を設置
・基準値以下の「曲りにくいカーブ（半径150m未満）」を基準値の「緩やかなカーブ(半径150m以上)」に改良
・「急な上り坂(縦断勾配5%(基準値)以上) 」は、別線（バイパスルート）で「緩い上り坂(縦断勾配5%(基準値)以下)」に改良

ループでの改良イメージ２車線から４車線への改良イメージ

凡 例
２車線幅
４車線幅
支障範囲

雨量通行規制区間
(北杜市高根町清里) 約1,800m

現道
平面線形、縦断
改良(別線ルート)

市場坂(南牧村)

横断図(２車線) 横断図(４車線)

支障範囲
支障家屋

平面線形、縦断改
良(別線ルート)

ループ橋
(２周半)
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約280億円
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((清水町清水町
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現道拡幅区間
別線整備区間
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４．対策案の比較
対策案での試算

整備なし

【対策案】国道141号（一般道）改良

・走行性向上の観点から、現道（国道１４１号）を４車線で改良する案 ・新たに道路を整備しない案

高速道路までの移動時間短縮
・例：高速道路ICと居住地域の１時間到達圏域外人口

約２，６００人 （信号が無い場合で算出）

・例：高速道路ICと居住地域の１時間到達圏域外人口

約５，１００人（実測値を基に算出）

救急医療施設への移動時間短縮
・例：南佐久地域における３０分到達圏域外人口

約１．５万人 （信号が無い場合で算出）

・例：南佐久地域における３０分到達圏域外人口

約１．６万人（実測値を基に算出）

主要な観光地等の連携向上
・例：小淵沢-軽井沢間の所要時間

約１１４分 （信号が無い場合で算出）

・例：小淵沢-軽井沢間の所要時間

約１２４分（実測値を基に算出）

政

地域の生活交通の円滑化
・例：川上村-佐久平SC間の所要時間

約５２分 （信号が無い場合で算出）

・例：川上村-佐久平SC間の所要時間

約５９分（実測値を基に算出）

災害時の代替路確保
・路線数

国道１４１号
・路線数

国道１４１号

政
策
目
標 現道の走行性・安全性の向上

走行性
・設計速度

６０ｋｍ/ｈ
・規制速度

５０km/h、一部４０km/h

安全性
・幹線道路の死傷事故率（全国平均）

９７．７ 件/億台キロ
・幹線道路の死傷事故率（全国平均）

９７．７ 件/億台キロ

変化なし 変化なし

企業誘致・雇用の促進

公共交通の利便性の向上

変化なし 変化なし

環境・景観の保全
・バイパス区間では交通が転換されることにより沿道環境が改善されるも
のと考えられます。
・改変による自然環境や景観への影響は小さいと考えられます。

変化なし

そ 影響家屋数 約３００～４００件 ０

44

そ
の
他

影響家屋数 約３００～４００件 ０

コスト 約１，３００～１，４００億円 ０

※各案の所要時間は設計速度を基に算出
※実測値とはＨ１７センサスの値
※１時間到達圏域とは高速道路ＩＣから車で１時間で到達可能な圏域
※３０分到達圏域とは第３次医療施設から車で３０分で到達可能な圏域
※死傷事故率とは死傷事故件数（平成18年確定値）／走行台キロ（平成18年度暫定値）で算出


